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い，情報の共有や互いにアドバイスを送り，技術やテンプレート，方法や道具，アプローチ










































































































































































肉加工技術への参加の機会が妨げられていたのである（Lave & Wenger, 同上, 56-60頁）。 
（２）周縁的参加 
 単一の共同体を想定した際に導かれるもう一つの参加の形態は，周縁的参加である。この
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うな場面である。例えば，共同体間を横断する過程で生じるのは，程度の差こそあれ，自明






























































                                                        
3 ブローカーやブローカリングとは異なるものの，複数の実践共同体を前提とした際に同じような役割を
もつ概念として科学社会学者の Suzan L. Star が中心に提唱した境界オブジェクトの概念が存在する
（e.g., Brown & Duguid, 1998; Wenger, 1998; Hawkins et al., 2016）。複数の実践共同体の関係を調
整する人工物であり，この人工物を通じた共同体メンバーの参加の変化過程などは重要な論点となりう
る。この概念については稿を改めて検討することにしたい。 
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